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〖作業療法学科〗 基礎分野

授業科目名 物理学 授業形態 講義 配当学期 1年（前期）

担当教員名 開發 基文 単位数 2単位 時間数

第 2 回 力

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

物理学はすべての科学の基礎であり、その考え方はあらゆる学問に生かされ応用されている。
人の身体も物理学と関わる面が多く、骨や筋肉や身体の動きは力学的に理解できる。本講義で
は、力学の理解に必要な基礎知識について講義する。

〔学習目標〕

運動やエネルギーの概念・意味を中心に、幅広く物理学の考え方を学び、人体のはたらきを科
学的に分析する力をつける。特に、力学内容に主眼をおいて詳しく学ぶ。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回 オリエンテーション、物理学概論

第 3 回 モーメント

第 4 回 圧力

第 5 回 エネルギー

第 6 回 電磁気

第 7 回 波動

第 8 回 力学（てこ・滑車）

第 9 回 力学（生体力学）

第 10 回 圧力（呼吸・循環）

第 11 回 エネルギー（物理療法機器）

第 12 回 エネルギー（放射線・電磁力）

第 13 回 波動（音声）

第 14 回 波動（聴覚）

第 15 回 まとめ

評価方法 定期試験50％、提出物（事前学習・授業ノート）50％

メッセージ
物理学の学習では、力学の内容が最も大切です。力学を確実に理解することによって他の分野
の理解も深まり、広く科学的な思考が身につきます。医療系における物理の重要性を理解し、
物理に興味を持ってほしいと願います。

参考図書
〔参考図書〕講義プリント

履修上の
講義で扱う数式に関しては適宜解説を加えるが、数式が第一ではなく、大切なのは実験的・実
際的なイメ－ジである。教科書や講義プリントを参考に、自らペンをとって数式をたどるとと
もに、常に現象をイメ－ジし、物理学的な意味を考えながら理解を深めてほしい。

留 意 点

教 科 書
〔教科書〕 リハベーシック　物理学・臨床応用物理（医歯薬出版社）


